
 JAF Grand Prix
　　　第1レース　決勝 

株式会社モーラ　　　　神奈川県横浜市神奈川区入江１－２８－９
　　　　　　　　　　　　　　TEL.045-402-6600

                           FUJI SPRINT CUP 2011
                           富士スピードウェイ(4.563Km) 22周
                           11/12(土) 決勝　入場者数 23,000人　

11/12(土)

■第1レース 決勝 15:15-20LAP   Weather:晴れ Track:ドライ

コースコンディションはドライになったものの、日差しは雲に隠れ肌寒く感じられた。レーススタート前に設けられた8分間の

ウオームアップの時間帯でロニー選手はタイヤを入念に温め、更にスタンディングスタートの練習を行って最前列のグリッ

ドにつく#46 S Road MOLA GT-Rのロニー選手。一周のフォーメイションラップの後レッドシグナル点灯、そして全消灯の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞬間FUJI SPRINT CUP 2011 GT500の第1レースのスタートとなった。ポー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルポジションからスタートを決めたロニー選手は2番手スタートだった#6 ENE

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OS SUSTINA SC430を引き離しトップのまま1コーナーを立ち上がった。その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後も後続を引き離し、3周目には3秒の差にまで広がっていた。4周目には4番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手スタートだった#12 カルソニック IMPUL GT-Rが代わって2番手に浮上。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし、レースの後半になると3秒以上開いてた差はジワジワ縮まり、14周目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には1秒差となり、翌15周目には0.3秒差のテールトゥノーズでのバトルに発展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。しかし、#46 S Road MOLA GT-Rロニー選手は、一度もトップの座を譲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る事無くポールトゥウィンで22周のチェッカーを受けた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FUJI SPRINT CUP 2011 第1レースの結果は、ポールから逃げ逃げ切った

                                                     #46 S Road MOLA GT-R ロニークインタレッリ選手がチャンピオンらしい走り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で優勝。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2番手には#12 カルソニック IMPUL GT-Rのジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選手。3番手には13番手スタートから追い上げを見せた#35 D'STATION Kee

                                                     Per SC430の脇坂寿一選手が入った。

ロニー・クインタレッリ選手
GT-R同士の超接近戦を制し
　　　　見事にポールトゥウィン

2番手12号車との差は0.5秒

明日の第2レース柳田選手も
　　　　　　　　　　優勝目指す。

 ポールスタートから逃げ切り見事優勝


